
彩の国埼玉環境大賞審査要領 
 
（趣旨） 
第１条 この要領は、彩の国埼玉環境大賞実施要綱第６条第２項に規定する審査会の審査要

領について定める。 
 
（審査会） 
第２条 被表彰候補者の審査を行うため、彩の国埼玉環境大賞審査会（以下、「審査会」

という。）を設置する。 
２ 審査会は、主催者が依頼した委員長及び委員で構成し、その数は１０人程度とする。 

３ 委員の任期は２年を原則とし、再任を妨げない。ただし、連続して２期までを原則とす 

る。 

４ 委員がやむを得ない事情等により出席できないときは、審査会開会前に事前審査を行う 

 ことができる。 

５ 審査会の庶務は、埼玉県環境部環境政策課（以下、「事務局」という。）が行う。 
 

（審査方法） 
第３条 審査は、次に定める審査基準に基づき、書類審査により行う。 
２ 審査方法は、別に定める別表「審査方法について」により行う。 
 
（審査基準） 

第４条 審査は、「彩の国埼玉環境大賞」の創設の趣旨を踏まえ総合的に判断することとし、

 評定に当たっては、次の各号に掲げる点に留意するものとする。 

 (1) 活動内容に先駆性はあるか 

 (2) 活動内容に独創性はあるか 

(3) 活動内容に普及・啓発が期待できるか 

(4) 活動内容に継続性・発展性はあるか 

(5) 環境保全・創造に寄与する効果が大きいか 

(6) 地域と連携して活動を行っているか 

 

 

  附 則 

 この要領は、平成２０年１０月３１日から施行する。 

  附 則 

 この要領は、平成２２年８月１２日から施行する。 

  附 則 

 この要領は、平成２３年８月１９日から施行する。 

  附 則 

 この要領は、平成２５年４月１日から施行する。 

  附 則 

 この要領は、平成２６年４月１日から施行する。 

  附 則 

 この要領は、平成２６年９月１日から施行する。  



  附 則 

 この要領は、平成２７年２月２６日から施行する。 

  附 則 

 この要領は、平成２９年６月２２日から施行する。 

  附 則 

 この要領は、平成２９年１１月１７日から施行する。 

  附 則 

 この要領は、令和２年６月１５日から施行する。 

  附 則 

 この要領は、令和３年５月１３日から施行する。 

  附 則 

 この要領は、令和６年９月３０日から施行する。 

  附 則 

 この要領は、令和７年６月２日から施行する。 

  附 則 

 この要領は、令和７年７月１日から施行する。 

 



別 表 
 

審 査 方 法 に つ い て 
 
 彩の国埼玉環境大賞審査要領（以下「審査要領」という。）第３条第２項は、以下のとお

りとする。 

 
１ 事務局による事前審査 

（１）提案する数 
応募者が多数の場合、事務局が被表彰者予定者数の概ね２．５倍程度の候補者を事前

に選定の上、審査会に提案することができる。 

（２）採点表 

（１）の選定に当たっては、別に定める採点表を使用し、県民部門、事業者部門ごと

に採点を行う。 

（３）過去の受賞者の扱い 
（１）の選定に当たって、過去に彩の国埼玉環境大賞（優秀賞・奨励賞を含む）を受賞

しているものについては、受賞後に取組を発展させていると認められる場合又は受賞後

に取組の内容を変更していると認められる場合に、審査会に提案することができるもの

とする。 
 
２ 審査 
（１）審査に当たっての留意点 
   事務局から提案された候補者の中から、審査、選定することを基本とする。 
   ただし、審査会は事務局提案以外の候補者を新たに加えることができる。 
   なお、委員と関係のある団体等の審査にあたっては、関係者である委員は投票せず、

  得票数を補正して、比較・選定を行う。 
（２）審査の手順 
   ① 被表彰候補者の投票 
   審査会の委員長及び委員は、審査要領第４条に基づき、部門（県民部門、事業者部門）

ごとに審査し、彩の国埼玉環境大賞及び彩の国埼玉環境大賞優秀賞の候補者を投票する。 

   ② 審査結果の集計 
   事務局は、投票結果を県民部門、事業者部門ごとに集計する。 
   ③ 被表彰候補者の選定 
        県民部門、事業者部門ごとに得票数が多い順から、彩の国埼玉環境大賞、彩の国埼

玉環境大賞優秀賞及び彩の国埼玉環境大賞奨励賞を選定する。その際、彩の国埼玉環境

大賞については、県民部門、事業者部門各１組を目安として所要の調整を行う。彩の国

埼玉環境大賞優秀賞については、県民部門、事業者部門合わせて10組を目安として所要

の調整を行う。 

 ④ 彩の国埼玉環境大賞特別功労賞 

前項の選定・調整において、取組内容の特性等に鑑み、県の環境保全に特に貢献した

と認められる被表彰候補者がある場合は、彩の国埼玉環境大賞、彩の国埼玉環境大賞優

秀賞及び彩の国埼玉環境大賞奨励賞に代え、彩の国埼玉環境大賞特別功労賞の被表彰候

補者とすることができる。 



 
３ 被表彰者の決定 
     彩の国埼玉環境大賞、彩の国埼玉環境大賞優秀賞及び彩の国埼玉環境大賞特別功労賞の

受賞者は、審査会の審査結果に基づき、知事が決定する。 

彩の国埼玉環境大賞奨励賞の受賞者は審査会が決定する。 


